
                                   

                               

 

 

 

 

給食に感謝して 

食べよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育目標 
 新年あけましておめでとうございます。 

 寒い時期ですが、よく食べ、よく体を動かして、

夜はしっかり休みましょう。健やかな体と心で新し

い年もすくすく成長してほしいと思います。今年

もおいしく安全な給食を作っていきます。どうぞ

よろしくお願いします。 

1 月 24 日から 30 日までは全国学校給食週間です。学校給食の意義や役割についての理

解と関心を深め、学校給食のより一層の充実と発展を図ることを目的に行われています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成７年1月17日、阪神・淡路大震災が発生しました。食べ物もなく、不安のどん底にいた被災者は、

ボランティアによる炊き出し《おむすび》に助けられました。 この大震災の体験から「ごはんを食べよう

国民運動推進協議会」において 1 月 17 日を｢おむすびの日｣と定めました。本校では、１７日に「自分で

作るおむすび給食」を実施します。食べ物の大切さを考え直すきっかけとなればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おむすび給食 

おいしい給食 こめがおいしい 野菜もおいしい 

おいしいよ 作ってくれて ありがとう 

家族みんなで 楽しいご飯 

毎日の 元気をくれる 朝ごはん 

朝食で 栄養ゲット！ １日元気 

残さないで 全部食べれば やる気ＵＰ 

いただきます おいしい給食 ありがとう 

 

          

       食育標語紹介   



かんたん！ バター作り 

材料 

（食パン 1 枚分にぬれる量のバターができます） 
・純生クリーム … 30ml（大さじ 2 杯）   
 

用意するもの 

・フタ付きの容器（100ml 程度入るビンやペットボトルなど） 

・わりばし 

 

作り方 ・・・ひたすら振るだけ！ 

1. 清潔なフタ付の容器によく冷やしたクリームを入れてフタをし、音がしなくなるまでは
げしく上下に振ります。  
※クリームは容器の 1/3 までの量にしてください。 
※フタがしまっているかよく確認してください。 
※クリームが体温などで温まるとバターにならないことがあります。 

気温が高い時期は、容器を氷などで冷やしながら振ってください。 

2.  フタを開け、わりばしでかきまぜ、出てきた水分をコップに移します。。。。。。。。                         
これを様子をみて繰り返します。  
※出てきた水分は、バターミルクといって、栄養たっぷりなので、捨てないで      

飲んでみましょう。 

3. 容器に残っていかたまりがバターです。 
できたバターは、なるべくその日に食べきりましょう！！ 

 
バター作りの注意点 

・使用する「クリーム」は必ず「種類別 クリーム」のものを使ってください。 
「乳等を主要原料とする食品」や「植物性脂肪」のものではバターができません｡ 

・できるだけ乳脂肪分 42％以上の高脂肪のものをご使用ください。 

 

 

 

単！ 

手作りバター 

 

簡単！ 

手作りバター 

 

 

 

 

さくら小では12月16日に開催した

わくわくモーモースクールの時に、バ

ター作り体験をしました。ぜひ、お家

でも作ってみてください！ 

無塩バターが 

できました！ 


